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スコットランド英語の二重母音における
母音長規則とフォルマント推移の型
三 浦 弘＊
１ はじめに
本稿の目的はスコットランド英語の二重母音に関して，第１フォルマン
ト（F1）と第２フォルマント（F2）の推移を時間的に標準化（time normal-
ization）して示す図を作成して，二重母音の第１要素と第２要素の持続時
間比率について，二重母音全体の持続時間の長短と後続音環境の相違によ
る母音長規則に照らして考察することである。
一部の二重母音の音価と持続時間については，２０１２年までの現地収録音
声を基にして三浦（２０１３a，２０１３b）で論じたが，二重母音の長短を分ける
後続音だけが異なるミニマル・ペアの音声データが不十分であったために，
今回は２０１３年の録音を加えて，持続時間の測定と比較も併せて行った。な
お，１つの二重母音について２０％から８０％までの区間の４つの間隔を音響
的に分析した，フォルマント軌道変遷の長さ（trajectory length）の計測
結果に基づく考察は三浦・勝田（２０１４）に報告してある。
スコットランド英語の単一母音は「スコットランド英語母音長規則」（the
Scottish Vowel Length Rule，以下 SVLR），あるいは，発見者にちなんで
「エイケンの法則」（Aitken’s Law）として知られるように，有声摩擦音
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（／v，，z，／）と ／r／と形態素境界の前では長母音として，その他の環
境では短母音として具現化されると言われている。SVLRの制約が作用す
る場合は，BBC発音等の英米の標準英語とは異なり，「声帯振動効果」（Voic-
ing Effect，以下 VE）と呼ばれるタイミング制約を一部制御する結果とな
る。つまり，母音の後続子音が有声音であっても，有声破裂音，鼻音，／l／
の前では母音の持続時間は長められることなく，短く発音される。
スコットランド英語の二重母音は ／i，i，u／の３つだけで，標準英
語に見られる他の二重母音は，スコットランド英語では単一母音として発
音される。SVLRは二重母音にも原則的に当てはまるが，二重母音の場合
は音長のみならず，音価（音質）も変化する。つまり，二重母音の第１要
素が弱化（軟化）して弱母音となる。特に ／i／は顕著に識別される地域
方言が多い。
しかし，三浦（２０１３b）や三浦・勝田（２０１４）で触れたように，長い環
境の二重母音では第１要素が長く，短い環境の二重母音では第１要素が短
く，かつ第２要素が長くなる傾向がある。また，二重母音では地域的な方
言差も大きい。本稿では，後続音環境の異なる二重母音の持続時間を比較
したうえで，標準化したフォルマント推移の型に基づいて音価と地域的異
音相違を論ずることとする。
２ 調査方法
２０１２年８月のオークニー諸島とシェットランド諸島での住民からの収録
音声，及び２０１３年８月のクイーン・マーガレット大学とノーサンブリア大
学での収録音声の中から，グラスゴー出身者とエディンバラ出身者の音声
のみを分析し，スコットランド英語４方言の二重母音の異音相違について
考察する。
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２．１ 音声収録方法
２．１．１ 録音１
収録日：２０１２年８月２２日（水）
場所：ハイランド・アンド・アイランド大学（UHI）ノルディック研究
センターの談話室（オークニー諸島カークウォール）
被験者（オークニー方言）：M1（３６），M2（３０），M3（４１），F1（６１），
F2（３４），F3（４２）（括弧内の数字は録音時の年齢，Mは男性、Fは
女性を示す。）
ICレコーダー：Roland R―２６（ポータブル）
コンデンサー・マイクロフォン：Sony ECM―MS９５７
トラック数：２（ステレオ）
サンプリング周波数：４４．１kHz
量子化：１６―bit
データ保存形式：WAVE
２．１．２ 録音２
収録日：２０１２年８月２９日（水）
場所：シェトランドホテル５１４号室（シェットランド諸島ラーウィック）
被験者（シェトランド方言）：M4（４１），F4（４３），F5（６２），F6（６２）
録音機器と設定は録音１と同じ
２．１．３ 録音３
収録日：２０１３年８月２２日（木）
場所：ノーサンブリア大学（ニューキャッスル），マッケンジー博士研
究室
被験者（グラスゴー方言）：M5（４６），F7（３７）
録音機器と設定は録音１と同じ
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２．１．４ 録音４
収録日：２０１３年８月３０日（金）
場所：クイーン・マーガレット大学（エディンバラ），音声学研究室
被験者（グラスゴー方言）：M6（４９），F8（３６）
被験者（エディンバラ方言）：M7（５１），F9（３９），F10（２４）
インターフェース：Digidesign００３
PC：Apple iMac
ソフトウェア：Pro Tools LE, Ver.８．０．３（Avid Technology）
コンデンサー・マイクロフォン：Neumann U８９i
トラック数：１（モノラル）
サンプリング周波数：４４．１kHz
量子化：２４―bit
データ保存形式：WAVE
２．２ 調査手順と調査語彙
被験者に語彙リストを提示して，各語をキャリアセンテンスに入れて，２
回ずつ音読してもらった。（１）は２０１２年に使用したキャリアセンテンス
であるが，調査語彙が母音で終わる場合に「連結の r」（linking r）が生じ
てしまうことがあるため，２０１３年の録音では（２）に改めた。
（１） I said again.
（２） I said then.
音読用語彙リストは，Wells（１９８２）をもとにした Foulkes and Docherty
（１９９９）の英語方言研究のための「標準語彙セット」（standard lexical sets）
に加えて，スコットランド英語の文献研究から選んだ語彙を含む約１２０語
を８つのグループに分類して作成した。録音時にはグループごとに休止を
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入れ，音声ファイルを分割した。
３ 持続時間の比較
発話のテンポ（速度）は話者によって当然異なるものであるし，同一話
者であっても常に一定であるとは限らないので，二重母音の持続時間を測
定しても，厳密な根拠とはならない。しかし，同一話者であれば，調査語
ごとにテンポが大きく変化することはないので，短い環境の母音を基準と
した他の母音の持続時間の比率を比較すれば，多少の傾向は判断できる。
なお，本稿における音声分析にはすべて Praat（Ver．５．３）を使用した。
表１から表４に，持続時間の測定結果と短い環境の母音を基準（１００％）
とした増加率を百分比で示す。表中の空欄は，２０１２年の調査語彙リストの
中に該当する語が含められていなかったことを示す。また※印は被験者の
方言では二重母音にならない場合と別の語として読まれた場合を示してい
る。
表１と表２は「／i／の持続時間と比率」をまとめたものである。表１
には ／r／で始まる語，表２には ／t／で始まる語と区別して示した。表１の
調査語では，SVLRが適用された場合には，rice，write に加えて，ride の
母音も短くなるはずである。ところが，グラスゴーの被験者４名全員とエ
ディンバラの男性話者１名は，百分比１３６％から１４７％と，write と比べる
と幾分長くなっている。少なくともグラスゴー方言では VEの効果も影響
していることがうかがえる。また，シェトランド方言では，短い母音（rice）
と長い母音（rye，rise）の持続時間の差が比較的大きいことが示されてい
る。
表２では SVLRによる短い環境の語として tide を基準とした。他の３語
はすべて長い環境となるためである（tied も形態素境界を含むために長い
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１００％ （msec）
TIDE TIE TIES TIED
オークニー
M1 ３２６ ３６３（１１１％）３５１（１０８％）２８７（８８％）
M2 ２４３ ２８８（１１９％）３０７（１２６％）２７２（１１２％）
M3 ３５７ ４９８（１３９％）３８０（１０６％）４１２（１１５％）
F1 ３２０ ３８８（１２１％）３８１（１１９％）３５０（１０９％）
F2 １５１ ２１０（１３９％）１７５（１１６％）１７８（１１８％）
F3 ２２３ ２１５（９６％）２２９（１０３％） １９７（８８％）
シェトランド
M4 ２２４ ２８３（１２６％）２５０（１１２％）２５９（１１６％）
F4 １７４ ３００（１７２％）２８８（１６６％）２８７（１６５％）
F5 １９９ ３１９（１６０％）３２５（１６３％）３３２（１６７％）
F6 １６２ ３５０（２１６％）３４１（２１０％）３１９（１９７％）
グラスゴー
M5 １８３ ２４３（１３３％）２８１（１５４％）２１９（１２０％）
M6 １７６ ３１６（１８０％）３０７（１７４％）２５０（１４２％）
F7 ２７０ ３５６（１３２％）３８７（１４３％）３１８（１１８％）
F8 １６９ ２０７（１２２％）１９０（１１２％）１９４（１１５％）
エディンバラ
M7 １１９ ２１９（１８４％）２１２（１７８％）１４５（１２２％）
F9 ２０１ ２３１（１１５％）２６３（１３１％）２１９（１０９％）
F10 １２５ １７８（１４２％）１８１（１４５％）１４３（１１４％）
表２：／i／ の持続時間と比率２
１００％ （msec）
RICE WRITE RIDE RYE RISE
オークニー
M1 １９６ ３５６（１８２％）２８７（１４６％）
M2 １７０ ２９８（１７５％）２８８（１６９％）
M3 ２３２ ５１３（２２１％）４８２（２０８％）
F1 １６３ ３６９（２２６％）３８８（２３８％）
F2 １２６ ２２５（１７９％）１８７（１４８％）
F3 １６４ ２９４（１７９％）２０６（１２６％）
シェトランド
M4 １１９ ２９４（２４７％）２８８（２４２％）
F4 １１５ ３４９（３０３％）３１７（２７６％）
F5 １６０ ３３８（２１１％）３００（１８８％）
F6 １００ ３２６（３２６％）３４３（３４３％）
グラスゴー
M5 １３２ １５６（１１８％）１９４（１４７％）２４４（１８５％）２６２（１９８％）
M6 １１２ １２５（１１２％）１５２（１３６％）３１２（２７９％）３３１（２９６％）
F7 ２１４ ２３８（１１１％）３１３（１４６％）４１８（１９５％）４１８（１９５％）
F8 １４２ １５１（１０６％）１９４（１３７％）２１０（１４８％）２００（１４１％）
エディンバラ
M7 １００ １１６（１１６％）１４４（１４４％）２５０（２５０％）２２４（２２４％）
F9 １３２ １７６（１３３％）１３８（１０４％）２２５（１７０％）２４３（１８４％）
F10 １１２ １２５（１１２％）１３１（１１７％）１８２（１６３％）１８８（１６８％）
表１：／i／ の持続時間と比率１
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１００％ （msec）
CHOICE BOYD BOY BOYES
オークニー
M1 ２６７ ３１５（１１８％）２７０（１０１％）
M2 １９７ ３２６（１６５％）２６２（１３３％）
M3 ２０７ ４４４（２１４％）４２４（２０５％）
F1 ２８４ ４０２（１４２％）２８７（１０１％）
F2 １７３ ２１９（１２７％）１８１（１０５％）
F3 １５７ ２１８（１３９％）２１４（１３６％）
シェトランド
M4 １５３ ２２０（１４４％）２８３（１８５％）
F4 １３７ ３３６（２４５％）２５１（１８３％）
F5 １５４ ３８６（２５１％） ※
F6 １６９ ３８８（２３０％）３５６（２１１％）
グラスゴー
M5 １４０ ２３７（１６９％）２８６（２０４％）２９０（２０７％）
M6 １６９ ２３８（１４１％）３２４（１９２％）２９４（１７４％）
F7 ２８１ ３９７（１４１％）４１２（１４７％） ※
F8 １５０ ２２２（１４８％）２３１（１５４％）２３２（１５５％）
エディンバラ
M7 １２５ １７７（１４２％）２０２（１６１％）２５８（２０６％）
F9 １９３ ２４１（１２５％）２４２（１２５％）２６５（１３７％）
F10 １１９ １９１（１６１％）２３２（１９５％）２０２（１７０％）
※BOYCE［bis］
表４：／i／ の持続時間と比率
１００％ １００％ （msec）
HOUSE（noun） HOUSE（verb） ABOUT NOW
オークニー
M1 ２４０ ３６２（１５１％）
M2 ※ １９９
M3 ※ ※
F1 １９３ ４００（２０７％）
F2 １６５ ２８１（１７０％）
F3 ※ １８０
シェトランド
M4 ※ ※
F4 １３１ ３３８（２５８％）
F5 ※ ※
F6 ※ ３１３
グラスゴー
M5 １８１ ２３１（１２８％） １９６ ２２５（１１５％）
M6 １４４ ２５０（１７４％） １７５ ３３１（１８９％）
F7 ２３１ ３５７（１５５％） ２６５ ３５６（１３４％）
F8 １４４ １７５（１２２％） １６２ １８１（１１２％）
エディンバラ
M7 １００ １８８（１８８％） １６３ ２０７（１２７％）
F9 １５６ １６９（１０８％） ２１２ ２１９（１０３％）
F10 ８７ １５０（１７２％） １３６ １７６（１２９％）
※単一母音［u］
表３：／u／ の持続時間と比率
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環境となる）。非常に興味深いことに，オークニーの話者は皆，tide の二
重母音を長く発音している。オークニー方言では，tide には SVLRではな
く，VEのタイミング制約が作用していることがわかる。シェトランド，
グラスゴー，エディンバラでは，tide の二重母音の持続時間はやや短くな
っている。
表３は「／u／の持続時間と比率」を２語の短い語の基準によって２組
の比率を示している。オークニーとシェトランドではミニマル・ペアの収
録ができず，また，about と now を二重母音ではなく，単一母音（［u］）
で発音する話者が多かった。しかし，二重母音を用いた話者の持続時間を
比較すると，グラスゴーやエディンバラの話者よりも長短の差異が大きい
ことがわかる。グラスゴー方言とエディンバラ方言では，表１の ／i／と
比べて，／u／では長短の差が小さいと言える。
表４は「／i／の持続時間と比率」を表示したものであるが，ミニマル・
ペアを作成するために，被験者にとっても馴染みのない姓を加えざるを得
なかった。そのために Boyes ／biz／を Boyce ／bis／と読み間違えた被験者
もいた。Boyd ／bid／という姓もほとんど見かけないが，SVLRによれば，
Boyd が短い環境となる。グラスゴーとエディンバラの被験者が choice に
比べて長く発音しているのは，表１の ride 同様に SVLRの効力が弱まっ
ているのかもしれない。しかし，シェトランドの女性被験者を除いては，
この二重母音では長短の差が小さいということが指摘できる。ちなみに，
シェトランドの男性話者は，イングランド（ロンドン）での長期滞在経験
があった。
４ F1－F2のフォルマント推移
４地域の各方言の被験者から男女１名ずつの音声を分析して，時間的に
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標準化した F1－F2のフォルマント推移を示す図１から図３１を作成した。
時間的な標準化のために，二重母音の持続時間にかかわらず，どの母音に
ついても持続時間を十等分する「測定ポイント」（measurement point）を
算出し，その経過地点における F1と F2の値を Praat（Ver．５．３）で計測
して，その数値をMicrosoft Excel ２０１３を使って作図した。各図の調査語
グループは上記の表１から表４に対応している。選択した被験者は，M1，
F1，M4，F4，M5，F7，M7，F9の８名であるが，シェトランドの男性
被験者M4が ／u／を［u］と単一母音で発音しているために，シェトラ
ンドの ／u／の図は女性被験者のもの（図１９）だけとなり，図数は３１まで
となった。また，図２９の「／i／のフォルマント推移」では，グラスゴーの
女性話者 F7が Boyes ／biz／を Boyce ／bis／と発音しているが，そのまま
Boyce ／bis／（短い環境）のフォルマント推移を図示している。
図１から図８の「／i／のフォルマント推移１」，及び図９から図１６の
「／i／のフォルマント推移２」についてオークニー（図１，２，９，１０）
から順に見ていくことにする。／i／のフォルマント推移の図は２種類に
分割して，単語ごとの地域的母音相違の比較がしやすいように配置したの
で，地域ごとに両方の図を見比べようとすると，２種の図がやや離れてし
まった。オークニー方言では分析した７語のうちで持続時間が短い語は
rice だけであった。rice のフォルマント推移（図１，２）から二重母音の
第１要素の持続時間が短く，第２要素の持続時間が長くなっていることが
わかる。このような二重母音は「上昇二重母音」（rising diphthong）と呼
ばれる。出だしの F1の周波数が小さく，F2の周波数が大きいことは，母
音が弱化して出だしの母音が曖昧母音となって，［i］と発音されたこと
を示している。tide は上述の持続時間のみならず，第１要素と第２要素の
持続時間比率も長い母音と同様である（図９，１０）。オークニー方言では，
tide には SVLRではなく，VEのタイミング制約が作用していることがフ
ォルマント推移の図からも検証できた。
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図１：／i／ のフォルマント推移１― オークニーの男性 M１
図２：／i／ のフォルマント推移１― オークニーの女性 F１
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図３：／i／ のフォルマント推移１― シェトランドの男性 M４
図４：／i／ のフォルマント推移１― シェトランドの女性 F４
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図５：／i／ のフォルマント推移１― グラスゴーの男性 M５
図６：／i／ のフォルマント推移１― グラスゴーの女性 F７
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図７：／i／ のフォルマント推移１― エディンバラの男性 M７
図８：／i／ のフォルマント推移１― エディンバラの女性 F９
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図９：／i／ のフォルマント推移２― オークニーの男性 M１
図１０：／i／ のフォルマント推移２― オークニーの女性 F１
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図１１：／i／ のフォルマント推移２― シェトランドの男性 M４
図１２：／i／ のフォルマント推移２― シェトランドの女性 F４
252 専修人文論集９８号
図１３：／i／ のフォルマント推移２― グラスゴーの男性 M５
図１４：／i／ のフォルマント推移２― グラスゴーの女性 F７
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図１５：／i／ のフォルマント推移２― エディンバラの男性 M７
図１６：／i／ のフォルマント推移２― エディンバラの女性 F９
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シェトランドでは，rice 母音の音価はあまり弱化していないが，第１要
素が短く，第２要素へのわたり（glide）が早く開始され，第２要素の比
率が大きくなっている（図３，４）。持続時間の長短とは別に，短い環境
の二重母音にはこのような特徴が現われることがわかった。tide の二重母
音の持続時間はやや短くなるという程度であったが，第２要素へのわたり
が早く始まっているので（図１１，１２），やはり tide は短い環境であると言
える。
持続時間の比較では，グラスゴー方言の ride は幾分長めであると論じ
たが，図６の F7のフォルマント推移を見ると，第１要素が短く，第２要
素へのわたりが早く始まっている。これはやはり短い環境の母音と見なす
ことができる。一方，図５における男性話者M5については，ride 母音の
フォルマント推移は長い環境の母音とほとんど差異が見られない。それで
も図１３では tide のフォルマント推移は第２要素への移行が早く，明らか
に短い二重母音の特徴を示していて，出だしのフォルマント周波数も異な
るため，音価が弱化されていることがわかる。図１４の女性話者 F7は tide
の第１要素は一層短く，直ちに第２要素に移っている。そのため，グラス
ゴー方言では，同じ音素であっても tide に比べて ride の方が SVLRの制
約が弱まり，VEの制約が強まりつつあると観察できる。
エディンバラの話者の音声はグラスゴーの話者のものと類似しているが，
ride も含めて，短い二重母音の第１要素の F1の周波数がやや小さい（図
７，８，１５，１６）。これは中舌化，つまり曖昧母音に近い位置で調音して
いることを示しているので，SVLRが優勢であって，音価が弱化している
と判断できる。
図１７から図２３の「／u／のフォルマント推移」については，オークニー
とシェトランドの図（図１７～１９）にはミニマル・ペアが示せなかったが，
SVLR，VEともに短い環境の about の母音の方が F2の周波数が大きいの
で，前舌化，つまり弱化していることを示している。now の母音では，
スコットランド英語の二重母音における母音長規則とフォルマント推移の型（三浦） 255
図１７：／u／ のフォルマント推移 ― オークニーの男性 M１
図１８：／u／ のフォルマント推移 ― オークニーの女性 F１
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出だしの F2の周波数が大きくなっているが，それは頭子音の鼻音 ／n／の
F2が影響しているためである。
グラスゴーとエディンバラの図（図２０～２３）は house（名詞）と house
（動詞）という後続音環境の異なるミニマル・ペアを含んでいるが，表３
で見たように，持続時間にも大きな差異はなかった。短い環境の house（名
詞）母音の第１要素が幾分曖昧母音に近づいていること（F1が小さく，F
2が大きいこと）以外には音価の相違は見られない。その原因は長い環境
の house（動詞）母音の第２要素が第１要素よりも長く，上昇二重母音に
なっているためである。後続の尾子音が有声歯茎摩擦音 ／z／であることが，
第２要素を長くしている調音上の原因ではないかと推測される。
図２４から図３１は「／i／のフォルマント推移」を図示したものである。
／i／の短い環境で母音の弱化が顕著であるのはシェトランドの話者だけで
ある（図２６，２７）。オークニーとエディンバラの被験者にも第１要素の母
音の弱化（F2が大きい）が多少見られるものの，第１要素の持続時間の
比率があまり小さくなっていない（図２４，２５，３０，３１）。Boyd という SVLR
図１９：／u／ のフォルマント推移 ― シェトランドの女性 F４
スコットランド英語の二重母音における母音長規則とフォルマント推移の型（三浦） 257
図２０：／u／ のフォルマント推移 ― グラスゴーの男性 M５
図２１：／u／ のフォルマント推移 ― グラスゴーの女性 F７
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図２２：／u／ のフォルマント推移 ― エディンバラの男性 M７
図２３：／u／ のフォルマント推移 ― エディンバラの女性 F９
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図２４：／i／ のフォルマント推移 ― オークニーの男性 M１
図２５：／i／ のフォルマント推移 ― オークニーの女性 F１
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図２６：／i／ のフォルマント推移 ― シェトランドの男性 M４
図２７：／i／ のフォルマント推移 ― シェトランドの女性 F４
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図２８：／i／ のフォルマント推移 ― グラスゴーの男性 M５
図２９：／i／ のフォルマント推移 ― グラスゴーの女性 F７
（※Boyes ではなく，Boyce と発音）
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図３０：／i／ のフォルマント推移 ― エディンバラの男性 M７
図３１：／i／ のフォルマント推移 ― エディンバラの女性 F９
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によれば短い環境になる語を含むのは，グラスゴーとエディンバラだけで
あるが，第１要素と第２要素の持続時間比率は長い母音とほとんど変わり
がない（図２８～３１）。シェトランド方言を除く３方言では，／i／に関して
は現在，SVLRの制約がほとんどないと判断できる。VEの制約に従って
いる。以上のようにフォルマント推移を図示することにより，母音長規則
の適用範囲が地域方言によって大きく異なっていることを明示できた。
５ 音価とピッチの関係
上述の通り，スコットランド英語の短い環境の二重母音については，第
２要素の持続時間比率が大きくなり，上昇二重母音となる傾向が明らかに
なった。音価が弱化する程度は地域ごとの変異が大きい。オークニー方言
の tide やグラスゴー方言の Boyd には，SVLRではなく，VEの制約が働
いて，長い母音として発音されていることも明示できた。
さて，今後の展望として音価とピッチの関係に触れてみたい。図３２はオ
ークニーの男性話者M1の tide の ／i／の音声波形とピッチを示している。
図３３はエディンバラのM7のものである。明らかにピッチと音声波形が異
なっている。オークニーの話者の発音は二重母音の第２要素でピッチが上
がっている。また，第２要素の音声波形も音圧が高いことを示している（図
３２）。エディンバラのM7の図３３は通常の標準英語の二重母音の音声波形
やピッチと変わりがない。つまり，オークニー話者のイントネーションが
おそらく歴史的に北欧語の影響を受けて，この母音も二重母音ではなく，
連母音（hiatus）として発音している可能性が高い。また，短い二重母音
の choice についても音声波形とピッチを図３４に示すと，やはり第２要素
でピッチが上がっている。図３２の長い母音と図３４の短い母音の違いは，長
い母音では第２要素の音圧（音声波形）が第１要素と比較してあまり差異
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図３３：tide の ／i／ の音声波形とピッチ ― エディンバラの男性 M７
図３２：tide の ／i／ の音声波形とピッチ ― オークニーの男性 M１
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がない（弱まらない）ということである。英語史の見地から考えると，オ
ークニーではシェトランドよりも早期に（１８世紀）ノルウェー語の使用が
終わっていると思われるが，方言の成立にはさまざまな要因があるので，
今後の課題としたい。
※本研究は JSPS科研費２３５２０５９３，２６３７０５７４の助成を受けたものである。
※本稿は日本実験言語学会（JELS）第７回大会（２０１４年８月２日（土），
専修大学サテライトキャンパス）における口頭発表「スコットランド英語
母音の持続時間―音響ダイアグラムによる音韻法則へのアプローチ―」の
一部（二重母音）について，フォルマント推移の図を時間的に標準化して
加筆したものである。
※上記大会において日本実験言語学会会長 城生佰太郎先生から音価の違
いについてはピッチも併せて考察するようにとのアドバイスをいただいた。
図３４：choice の ／i／ の音声波形とピッチ ― オークニーの男性 M１
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そこで本稿ではピッチについても追記させていただいた。厚く御礼を申し
上げる。
※本研究では被験者の募集や施設利用に関して，ハイランズ・アンド・ア
イランズ大学ノルディック研究センターのウースラン博士（Ragnhild
Ljosland），ノーサンブリア大学のマッケンジー博士（Robert McKenzie），
クイーン・マーガレット大学のスコビー教授（James Scobbie）とローソ
ン博士（Eleanor Lawson）からご援助を賜った。ここに記して謝意を表す
る。
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